
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ ご 挨 拶 ～  
京丹後市立弥栄病院が丹後地域リハビリ支援センターの指定を受け、７年目に入ろうとしています。 
当支援センターが実施するリハビリ訪問相談は、地域の関係者の方々の御理解をいただき、多くの方々に

ご利用いただいています。当初は当支援センターのみで対応していましたが、平成２０年度からは与謝野町
内の通所事業所である丹後福祉応援団「生活リハビリ道場」のご協力をいただくことになり、現在は宮津与
謝方面の訪問相談も増加してきています。また訪問相談は理学療法士だけでなく、言語聴覚士も対応するな
ど皆様のご期待に添えるよう充実を図っています。 

研修会や事例検討会も毎回、会場一杯になるほどの大勢の方のご参加をいただき、好評をいただいていま
す。講師陣も地元セラピストの方々のお力をお借りし、まさしく丹後地域のリハスタッフのネットワークに
よりリハビリ推進事業に取り組んでいると言えます。地域における関係者間同志の連携は、まだ課題は多い
ものの、日頃の活動を通じて、顔の見える関係が築かれ、少しずつではありますが前進しているのではない
かと思っています。 

今後も引き続き、在宅生活等の支援に向け、皆様にお役に立つ事業を企画していきたいと思いますので、
今まで以上のご支援、ご協力をお願いします。  

丹後地域リハビリテーション支援センター （京丹後市立弥栄病院内 理学療法士 岩井 潤）

編集／発行 
丹後地域リハビリテーション支援センター 
（京丹後市立弥栄病院 リハビリテーション科内）

〒627-0111 京丹後市弥栄町溝谷 3452-1 

TEL&FAX. 0772-65-2018 

www5.nkansai.ne.jp/off/tangosien 
 

＜事務局＞ 
京都府丹後保健所（丹後広域振興局健康福祉部） 

〒627-8570 京丹後市峰山町丹波 855 
TEL 0772-62-4312  FAX 0772-62-4368
www.pref.kyoto.jp/tango/ho-tango 
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平成 2１年度 丹後地域リハビリテーション事業 研修事業報告

～ 顔が思い浮かぶ ネットワーク ～ 

平成２２年３月         丹後地域リハビリ通信 ～うさぎのブランコ～           第４号① 

＜研修会＞  
【第１回】 １１月 ４日（水）  ３６名参加 

◆講演「糖尿病の新しい治療」 
講師 府立与謝の海病院 木暮内科医長 

◆実践報告と実技指導 
「糖尿病患者へのフットケアの現状と課題」 

講師 綾部市立病院看護部 村上糖尿病療養士
【第２回】 １１月１０日（火）  ６１名参加 

◆講演「当病院における摂食・嚥下障害者への支援」
講師 京丹後市立久美浜病院 山田医師 

【第３回】 １１月１３日（金）  ８１名参加 
◆実践報告と実技「お風呂からはじめる業務改善」

講師 老健ふくじゅ 岡野 理学療法士 

＜事例検討会＞  
【第１回】 ８月１８日（火）   ４６名参加 

◆講演「認知症の診断と包括的治療」 
講師 府リハビリ支援センター武澤センター長

◆事例報告「気持ちよくお風呂に入る」を目指して
報告者 老健ふくじゅ 井上作業療法士 

【第２回】 ２月１９日（金）   ５０名参加 
◆講演「進行性核上性麻痺の病態・治療とリハビリ」

講師 竹村 学医師 
◆事例報告「進行性核上性麻痺患者の在宅療養支援」

報告者 天の橋立訪問看護ステーション 
三輪看護師・小倉理学療法士 

＜地域リハお気軽サミットｉｎ丹後＞ 
 

平成２２年３月４日（木） ８４名参加 

【内 容】 ●ビデオ上映 

 ●実践発表（３施設） 

 ●福祉用具展示・口腔ケア相談 

【ビデオ上映】 
「劇でみる介護のお悩み解決法」と題し、丹後福祉

応援団生活リハビリ道場スタッフが介護現場で良くあ

るお悩みをコントタッチで演じる介護劇。 

スーパー奥様マツコさんに扮する松本理学療法士が

解決法を解説。 

【実践発表】 
■「褥瘡委員会の取組から 

～チームアプローチを実践して～」

報告者 老健リハ・ヴィラなぎさ苑 

岡田副主任 

松本理学療法士 

■「ずっと元気で生活するための憩いの場 

～意欲を引き出す生活リハ～」

報告者 ねもとリハビリテーション株式会社 

根本理学療法士 

■「京丹後市における認知症患者支援の取組 

～徘徊捜索模擬訓練を中心に～」

報告者 京丹後市地域包括支援センター網野分室

池部主任保健師 



 

～ 広めよう 丹後の地域リハビリテーション ～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

 

 

＜利用のポイント＞  
【対象】介護支援専門員、看護師など 
【内容】施設や在宅でのリハビリ、住宅改修などの相談、何でも気軽にご相談ください。 
【担当】（京丹後市）地域リハセンター岩井理学療法士（宮津・与謝）生活リハビリ道場松本理学療法士 
【受付】両地域とも丹後地域リハビリ支援センターへお申し込みください 

    （TEL＆FAX 0772-65-2018）（Ｅﾒｰﾙ tangosien@mxe.nkansai.ne.jp） 

平成２２年３月          丹後地域リハビリ通信 ～うさぎのブランコ～             第４号② 

【相談件数】   ３３件 

相談者別：介護支援専門員３０  理学療法士２  家族１ 

地域別別：宮津市５ 京丹後市１７ 伊根町３ 与謝野町８ 

疾 患 別 ：脳血管障害７  整形外科疾患９  認知症３ 

難病３  その他１１ 

相談内容：在宅でのリハビリ指導 ２４件 

       住宅改修８件  リハビリ相談１  

平成２２年度年間行事予定 

病院から退院される患者様等のリハビリ情報を関係者間で共有し、支援に活かしていただくため、運用

試行していただいたリハビリ情報提供書の一部（様式１）をこの度修正し、本格運用をスタートします。な

お、様式は丹後地域リハビリ支援センターホームページからダウンロードできます。介護支援専門員からリ

ハビリ連携窓口に御連絡をいただき御活用ください。連携の状況についても御意見をお寄せください。 

2011 お気軽サミットｉｎ丹後

（１月頃） 
「お気軽」がキーワードの実践交流会です。

職場で役立つ楽しい企画を計画中。 

事例検討会 年３回 
（８月頃・１１月頃・２月頃） 

地域のスタッフの方から事例提供をいただき

多職種協働で支援方法を探ります。 

難病従事者研修会（摂食・嚥下）

（１０月頃） 
摂食・嚥下に関する知識を深める研修会

支援のポイントを学びます。 

利用して良かったとの声が届いています。

１人で悩まず

気軽に相談し

てネ 

 

 

 

今年度もあっという間に過ぎてしまいました。今年

こそ目標を定めて頑張ろうと意気込むのですが途中で

息切れ状態。この通信もこの時期にやっと発行となり

ました。来年度はタイムリーな話題や地域での活動を

掲載し、皆様に愛され、ネットワークづくりに役立つ

通信となるよう頑張ります。関係者のみんなでより良

いケアの提供や地域づくりが進められるよう研修会を

開催しますので御参加をお待ちしています。皆様から

の情報提供もお待ちしています。連携の状況等でお気

づきの事も事務局までお知らせください。 

編集者から皆様へ 

地域リハビリ技術研修会 

（６月頃） 
介護者・当事者のための生活リハビリテクニック

を学ぶ技術研修会です。 


